

























































































（ 2 ）　筆者は199５年12月～199６年 ３ 月までハノイに滞在したが，このような光景を実際
に目にした。
































































































































































































































































































































































































































「200６年は GDP 成長率も8.2％となり，今年200７年は半期（ ６ 月末）で対



























































































































































































































































































出所：﻿専修大学中小企業センター調査団（大西勝明，荒井久夫，小林守）（200６年 8 月，200７年 ３














































































年である。本稿では以上の二つの時代を改革開放第 1 期，改革開放第 2 期と
位置付け，この20年のプロセスを概観した。
この後半の第 2 期では経済成長は実現したが，その「副作用」として貿易
赤字の常態化，外資企業の操業現場での混乱，不動産や株式市場の過熱な
どの副作用が顕在化する。加えて隣国，中国から安価な輸入品が街にあふれ，
国内製造業の脅威となってゆくという事態も現れてくる。
また，マクロ経済面では2000年代には入超による貿易赤字を直接投資によ
る資金の流入で穴埋めするという状況が続いた。外貨の流入により不動産投
資が過熱し，企業の負担を増やすとともに，民営化を求められる過程で赤字
が蓄積した国有企業などは上昇した不動産価格を利用して，不動産を売却し
経営を立てなおすことを目指す動きも見られた（29）。
こうした課題に対応しようとしたのが，2010年代であるが，この時代の分
析は今後の課題としたい。
（28）　同上。
（29）　小林守（201３）「政治変動と投資環境－東アジア諸国・地域にみる政権交代等と投資
環境への影響を見る視角」専修ビジネスレビュー Vol.4.﻿NO.1，専修大学商学研究所，
pp.21-22。
第Ⅰ編　メコン諸国のビジネスの現状と可能性
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